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◆都市再生整備計画で実施を予定していた、又は実際に行った「モニタリングの実施」、「住民

参加プロセスの実施」、「持続的なまちづくり体制の構築」に関わる実施結果等の方法を設定

する。 

 

※本記入欄は、都市再生整備計画に記述がある場合は必須とする。さらに、都市再生整備計画に

記述がない場合においても、実際に上記の実施過程を行った場合には、「今後のまちづくり方策」

の作成等にあたり重要な検討材料となるため、なるべく記入することとする。 

※上記の設定にあたって、「実施過程の評価」の目的や内容を確認する場合には、「事後評価シー

ト作成の手引き」P.16～17 を参照のこと。 

 

 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
【補足・留意事項】 

 

ａ．モニタリングとは、事業の中間的な検査のことで、その実施により事業内容の見直しや実施

方法の工夫・改善等を試みるもの 
ｂ．住民参加プロセスとは、交付期間中に事業計画や整備に対する住民の理解や協力を得るため

に行うイベントや説明会等のこと 
ｃ．持続的なまちづくり体制とは、都市再生整備計画に関わる取り組みをきっかけとして組成又

は強化され、交付期間終了後も継続的にまちづくり活動を担う組織（協議会や懇談会等の任

意組織や NPO、中間法人、TMO 等） 
 

（２）実施過程の評価方法 (P.5) 
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●モニタリング実施状況の確認 

Ａ．都市再生整備計画への記載状況および実施状況 

『ア 都市再生整備計画に実施することを記載した』、『イ 都市再生整備計画に記載しなかった』、『ウ 

都市再生整備計画に記載はないが実施した』のいずれかを選択する。 

Ｂ．実施事項 

事業期間中のモニタリングの実施について、アに該当する場合には都市再生整備計画の記載内容を転記

し、イに該当する場合には「なし」と記入する。ウに該当する場合には実際に実施した事項を記入する。  

Ｃ．事後評価時の確認方法 

①時  期：当該項目の実施状況を確認する予定の時期（年月）を記入する。 
②確 認 先：当該項目の実施状況の確認先・問い合わせ先の部署名を記入する。 
③確認方法：当該項目の実施状況を確認するにあたって必要な資料名やデータ名（出典も含む）等を記入

する。 
 

●住民参加プロセスの実施状況、持続的なまちづくり体制の構築状況の確認 

Ａ．都市再生整備計画への記載状況および実施状況 

『ア 都市再生整備計画に実施することを記載した』、『イ 都市再生整備計画に記載しなかった』、『ウ 

都市再生整備計画に記載はないが実施した』のいずれかを選択する。 

Ｂ．実施事項 

事業期間中の住民参加プロセスの実施及び持続的なまちづくり体制の構築について、アに該当する場合

には都市再生整備計画の記載内容を転記し、イに該当する場合には「なし」と記入する。ウに該当する

場合には実際に実施した事項を記入する。 

Ｃ．事後評価時の確認方法 

①対  象：当該項目の実施又は構築状況を確認するための評価対象（組織名、会議名等）を記入する。 

②時  期：当該項目の実施又は構築状況を確認する予定の時期（年月）を記入する。 
③確 認 先：当該項目の実施又は構築状況の確認先・問い合わせ先の部署名を記入する。 
④確認方法：当該項目の実施又は構築状況を確認するにあたって必要な資料名やデータ名（出典も含む）、

また、確認のために実施するヒアリング方法（聞き取り先や聞き取り手順等）および会議の

内容（会議名、会議の開催趣旨、メンバー構成等）等を記入する。 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※都市再生整備計画の様式（参考例）より一部を抜粋

計画区域の整備方針
・整備方針１　「○○地域における交通利便性の強化」
駅前機能の強化、アクセス性の強化として、○○線・駅前広場を整備する。

その他
●交付期間中の計画の管理
　交付期間中においては、各種事業を円滑に進め、目標達成に向けた確実な効果をあげるため、
　地元まちづくり協議会やNPO、民間団体との連携協働に配慮しながらまちづくりに取り組む。
　また、随時、市民には情報を公開する。
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(1) モニタリングの実施状況の確認 

Ａ：都市再生整備計画への記載状況および実施状況  

 ア□ 都市再生整備計画に実施することを記載した 

イ□ 都市再生整備計画に記載しなかった 

ウ■ 都市再生整備計画に記載はないが実施した 

Ｂ：実施事項（※Ａで、アまたはウに該当する場合に記入、イの場合には「なし」と記入）  

 ・事業特性及び地域事情を踏まえたモニタリング実施事項の把握（モニタリングの手引

きより） 

・確認に必要なデータやサンプルの有無のチェック 

Ｃ：事後評価時の確認方法 

①時  期 交付終了年度（平成 22 年 7 月 1 日時点） 
②確 認 先 都市整備課（まちづくり交付金主管課） 
③確認方法 中間年次である 3 年目に行ったモニタリング報告書により確認する 

 
(2) 住民参加プロセスの実施状況の確認 

Ａ：都市再生整備計画への記載状況および実施状況  

 ア■ 都市再生整備計画に実施することを記載した 

イ□ 都市再生整備計画に記載しなかった 

ウ□ 都市再生整備計画に記載はないが実施した 

Ｂ：実施事項（※Ａで、アまたはウに該当する場合に記入、イの場合には「なし」と記入）  

 ・市民主体の景観形成委員会の設立（メンバー選定も含む） 

・設立前の懇親会の開催 

Ｃ：事後評価時の確認方法 

①対  象 ●●●景観形成委員会の実施状況について確認する 
②時  期 交付終了年度（平成 22 年 7 月 1 日時点） 
③確 認 先 まちづくり推進課（住民参加担当課） 
④確認方法 景観形成委員会の活動記録及び議事録で、住民参加プロセスの実行状況を確認する 

 
(3) 持続的なまちづくり体制の構築状況の確認 

Ａ：都市再生整備計画への記載状況および実施状況  

 ア□ 都市再生整備計画に実施することを記載した 

イ■ 都市再生整備計画に記載しなかった 

ウ□ 都市再生整備計画に記載はないが実施した 

Ｂ：実施事項（※Ａで、アまたはウに該当する場合に記入、イの場合には「なし」と記入）  

 なし 

Ｃ：事後評価時の確認方法 

①対  象  
②時  期  
③確 認 先  
④確認方法  

 
 

［記入例］ 様式２ 実施過程の評価方法 ／ モニタリング・住民参加プロセス・持続的まちづくり体制




